










Practice of Physical Education Theory using 2018 World Cup football









































来事はどうであろうか。2018 年 6 月にサッカーワー
ルドカップ（以下 W 杯）が開催された。日本代表は
グループリーグを 1 勝 1 敗 1 分けで突破し、決勝トー
ナメント（以下決勝 T）まで進んだ。決勝 T では初
戦にベルギーと対戦し敗戦したものの、その戦いぶり
から大きな話題となった。この一連の日本戦は様々な









































2. 1.  実施対象・実施時期
　和歌山大学附属中学校 1 年生 4 クラス 137 名を対象























































・準備金　　 約 2 億円
・出場　　　 約 9 億円
・ベスト１６ 約 14 億円
・ベスト８　 約 18 億円
・第４位　　 約 25 億円
・第３位　　 約 28 億円
・準優勝　　 約 32 億円

































3. 1.  結果の集計
　生徒は、自身の立場を賛成または反対として表して

































賛成（ルール、作戦） ルール内、フェアプレーポイントを利用した、作戦の 1 つ 42
賛成（決勝 T 優先）


























































































3 5 4 0 14
賛成／反対いずれかの
意見のみを記述
17 8 2 47 74
賛成／反対どちらの意
見も記述
11 6 0 34 49
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４）田村学（2017） 「深さ」を実現するためのキーワードは“つ
ながる”授業改善に加えて、「深い学び」を評価する教師
力がポイントになる、Kawaijuku Guideline 2017.11, 32-34.
自分と立場の違う
意見の取り入れ・理解
生涯スポーツ実践力

